
42　　　　　　執筆者一覧

執
筆
者
一
覧

（
本
誌
掲
載
順
）

斎
藤　

歩

（
さ
い
と
う
・
あ
ゆ
む
）

劇
作
家

・
演
出
家

・
俳
優

公
益
財
団
法
人 

北
海
道
演
劇
財
団 

専
務
理
事

・

芸
術
監
督

一
九
六
四
年
、
釧
路
市
生
ま
れ
。

北
大
演
劇
研
究
会
を
経
て
、
1
9
8
7
年
に
札
幌

ロ
マ
ン
チ
カ
シ
ア
タ
ー
魴
鮄

（
ほ
う
ぼ
う
）
舎
設
立
。

一
九
九
六
年
、
北
海
道
演
劇
財
団
設
立
に
伴
い

T
P
S
契
約
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
就
任
。
二
〇
〇
〇
年

よ
り

（
株
）
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
所
属
俳
優
と
し
て
、
東

京
で
の
俳
優

・
演
出
家
の
仕
事
を
開
始
す
る
一
方
、

札
幌
で
も
二
〇
〇
一
年
か
ら
T
P
S
チ
ー
フ
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
。
二
〇
一
六
年
四
月
よ
り
、
札
幌
に
移
住
し
、

北
海
道
演
劇
財
団
の
常
務
理
事

・
芸
術
監
督
に
就

任
。

二
〇
一
八
年
七
月
よ
り
専
務
理
事

・
芸
術
監
督
に

就
任
。

札
幌
を
拠
点
に
し
た
演
劇
創
造
、
東
京
を
拠
点
に
し

た
映
画
、
テ
レ
ビ
、
舞
台
出
演
な
ど
活
動
は
多
岐
に

わ
た
る
。

吉
崎　

元
章

（
よ
し
ざ
き
・
も
と
あ
き
）

公
益
財
団
法
人
札
幌
市
芸
術
文
化
財
団　

市
民
交

流
プ
ラ
ザ
事
業
部 

セ
ン
タ
ー
事
業
課
長

（
札
幌
文

化
芸
術
交
流
セ
ン
タ
ー  

Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｓ 

プ
ロ
グ
ラ

ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）

札
幌
芸
術
の
森
に
一
九
八
六
年
の
オ
ー
プ
ン
時
よ

り
勤
務
し
、
一
九
九
〇
年
開
館
の
札
幌
芸
術
の
森

美
術
館
に
準
備
期
か
ら
学
芸
員
と
し
て
関
わ
り
、

ヴ
ィ
ー
ゲ
ラ
ン
展
な
ど
の
彫
刻
の
展
覧
会
や
、
「
中

根
邸
の
画
家
た
ち
」
「
さ
っ
ぽ
ろ
・
昭
和
三
〇
年
代
」

な
ど
の
札
幌
の
美
術
を
扱
っ
た
展
覧
会
を
多
く
手

が
け
る
。
一
般
財
団
法
人
地
域
創
造
参
事
を
経
て
、

二
〇
一
八
年
四
月
よ
り
現
職
。

飯
塚
優
子

（い
い
づ
か
・
ゆ
う
こ
）

レ
ッ
ド
ベ
リ
ー
ス
タ
ジ
オ
主
宰
、
ア
ー
ト
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
、
ス
ク
リ
プ
タ
ー
、
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
を

経
て
、
4 

丁
目
プ
ラ
ザ
企
画
宣
伝
部
入
社
。
4 

プ
ラ
ホ
ー
ル
、
駅
裏
八
号
倉
庫
を
通
じ
て
ア
ー
ト

ス
ペ
ー
ス
の
運
営
や
地
域
演
劇
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

携
わ
る
。
二
〇
〇
〇
年
か
ら
私
設
空
間
を
運
営

し
、
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
魅
力
あ
る
表
現
者
と
の
交

流
を
拡
げ
る
と
と
も
に
、
札
幌
の
舞
台
芸
術
振
興

や
基
盤
構
築
に
関
す
る
提
言
活
動
に
関
わ
っ
て
い
る
。

二
〇
一
三
年
度
か
ら
札
幌
演
劇
シ
ー
ズ
ン
事
務
局

長
。

安
念
優
子

（あ
ん
ね
ん
・
ゆ
う
こ
）

一
九
五
二
年
留
辺
蕊
町
で
生
ま
れ
る
。
江
別
高
校

で
演
劇
と
出
会
う
。
一
九
八
一
年
夫
と
小
劇
場
ド

ラ
マ
シ
ア
タ
ー
ど
も
を
開
く
と
共
に
、
劇
団
ド
ラ
マ

シ
ア
タ
ー
ど
も
を
旗
揚
げ
す
る
。
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
は
、

平
和
を
テ
ー
マ
に
し
た
二
人
芝
居
？

「
バ
バ
漫
才
」

の
出
前
公
演
。
（
３
・
11
以
後
、
フ
ク
シ
マ
放
射
能

学
習
編
な
ど
も
）
普
段
は
喫
茶
ド
ラ
マ
シ
ア
タ
ー
ど

も
の
店
主

（
江
別
市
二
条
二
丁
目
七
‐
一

・
ド
ラ
マ

シ
ア
タ
ー
ど
も
）

舞
台
芸
術
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
員

森
一
生

（も
り
・
か
ず
な
り
）

北
翔
大
学
客
員
教
授

札
幌
静
修
高
等
学
校
演
劇
部
顧
問
就
任

（
昭
和

四
二
年
）
以
来
、
長
年
に
わ
た
り
高
校
演
劇
指
導

に
尽
力
し
、
同
校
を
二
度
の
全
国
優
勝
に
ま
で
導
い

た
。
全
国
ア
マ
チ
ュ
ア
演
劇
協
議
会
の
創
作
脚
本
賞

を
受
賞
す
る
な
ど
、
高
校
演
劇
の
中
心
的
存
在
と
し

て
活
躍
し
て
き
た
。
札
幌
市
文
化
奨
励
賞

・
北
海

道
文
化
奨
励
賞

・
札
幌
市
芸
術
賞
受
賞
。

村
松
幹
男

（む
ら
ま
つ
・
み
き
お
）

北
翔
大
学
教
育
文
化
学
部
教
授

北
海
道
北
見
市
生
ま
れ
。
高
校
時
代
よ
り
演
劇
を

は
じ
め
、
北
大
の
サ
ー
ク
ル

「
劇
団
ア
ト
リ
エ
」
を

経
て
、
大
学
在
学
中
の
一
九
八
三
年
に

「
デ
パ
ー

ト
メ
ン
ト
シ
ア
タ
ー
・
ア
レ
フ
」
の
旗
揚
げ
に
参
加
。

全
17
作
品
に
役
者
と
し
て
参
加
。
ア
レ
フ
終
了
後

（九
〇
年
）、
九
二
年
に

「
T
h
e
a
t
e
r
・ラ
グ
・

２
０
３
」
旗
揚
げ
。
代
表
。
劇
作
、
演
出
、
役
者
。

田
光
子

（チ
ョ
ン
・
ク
ワ
ン
ジ
ャ
）

北
翔
大
学
短
期
大
学
部
准
教
授

札
幌
市
生
ま
れ
。
在
日
韓
国
人
。
幼
少
時
代
に
バ

レ
エ
、
日
本
舞
踊
、
韓
国
舞
踊
を
習
う
。
大
学
で

は
英
文
学
を
専
攻
し
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
に
関
心

を
持
つ
。
韓
国

・
ソ
ウ
ル
梨
花
女
子
大
学
大
学
院

で
は
韓
国
舞
踊
を
実
践

・
理
論
面
に
お
い
て
学
び
、

重
要
無
形
文
化
財
で
あ
る
金
千
興

・
李
梅
芳
お
よ

び
梨
花
女
子
大
学
元
教
授
の
金
梅
子
に
師
事
。
現

在
は
北
翔
舞
台
芸
術
で
舞
踊
芸
術
、
身
体
表
現
な

ど
を
担
当
し
て
い
る
。

平
井　

伸
之

（
ひ
ら
い
・
の
ぶ
ゆ
き
）

北
翔
大
学
短
期
大
学
部
講
師

埼
玉
県
生
ま
れ
。
北
大
の
サ
ー
ク
ル

「
劇
団
ア
ト
リ

エ
」
を
経
て

「
劇
団
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
シ
ア
タ
ー
・

ア
レ
フ
」
に
参
加
。
九
二
年

「
T
h
e
a
t
e
r

・

ラ
グ
・２
０
３
」の
旗
揚
げ
よ
り
参
加
。
役
者
・演
出
。

森
井
綾

（も
り
い
・
り
ょ
う
）

北
翔
大
学
教
育
文
化
学
部
准
教
授

一
九
八
八
年
北
海
道
教
育
大
学
札
幌
分
校
卒
業
。

以
降
フ
リ
ー
で
デ
ザ
イ
ン
業

・
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ン
ツ

を
中
心
に
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
営
む
。
九
五
年
㈱
ア
ド
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ビ
デ
オ
北
海
道
入
社
。
二
〇
〇
〇
年
四
月
㈱
ア
ド

ビ
デ
オ
北
海
道
退
職
。
〇
六
年
か
ら
、
本
学
専
任

講
師
。
〇
九
年
か
ら
現
職
。

大
林
の
り
子

（
お
お
ば
や
し
・
の
り
こ
）

明
治
大
学
文
学
部
准
教
授

神
戸
市
生
ま
れ
。
大
阪
大
学
大
学
院
で
演
劇
学
専

攻
。
二
〇
〇
四
年
よ
り
七
年
間
北
翔
舞
台
芸
術
の

専
任
教
員
を
務
め
る
。
二
〇
一
一
年
よ
り
現
職
。

主
に
二
〇
世
紀
前
半
の
上
演
お
よ
び
舞
台
美
術
の

歴
史
研
究
。
ド
イ
ツ
語
圏
に
出
自
を
持
つ
演
劇
人

の
共
同
制
作
に
根
ざ
し
た
舞
台
制
作
の
状
況
、
そ
の

国
際
的
な
活
動
に
つ
い
て
調
査
を
進
め
て
い
る
。

金
田
一
仁
志

（き
ん
だ
い
ち
・
ひ
と
し
）

日
本
俳
優
連
合

（
西
田
敏
行
理
事
長
）
所
属
。
日

本
演
劇
教
育
連
盟
全
国
委
員
。
一
九
九
五
年
、
ロ

シ
ア
国
内
三
劇
場
で
、
初
の
海
外
公
演
を
成
功
さ

せ
て
い
る
。
北
海
道
教
育
大
学
、
藤
女
子
大
学
非

常
勤
講
師
。
九
〇
年
札
幌
市
民
芸
術
祭
奨
励
賞
、

九
八
年
市
民
文
化
賞
受
賞
。
二
〇
〇
〇
年
東
京
都

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
戯
曲
部
門
）
全
国
ベ
ス
ト
エ
イ
ト

入
選
。
〇
九
年
、
日
本
演
劇
教
育
賞
ノ
ミ
ネ
ー
ト
。

北
海
道
新
聞
夕
刊
の
コ
ラ
ム

「
舞
台
裏
か
ら
」
執
筆

は
六
年
を
記
録
。
さ
っ
ぽ
ろ
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
代

表
。

野
田
頭
希

（の
だ
が
し
ら
・
の
ぞ
み
）

役
者
、
会
社
員

（日
本
板
硝
子
北
海
道
株
式
会
社
）

苫
小
牧
市
生
ま
れ
。

北
翔
大
学
生
涯
学
習
シ
ス
テ
ム
学
部
芸
術
メ
デ
ィ
ア

学
科
舞
台
芸
術
コ
ー
ス
卒
業
。

劇
団
B

－
S
t
a
g
e
所
属
。

編
集
後
記

P
R
O
B
E
第
一
四
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
今
年
も
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
執
筆
を
し
て
い
た
だ
い

た
方
々
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
は
い
つ
に
も
増
し
て
編
集
作
業
が
遅
れ
、
ペ
ー
ジ
数
が
相
当
減
少

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
最
後
ま
で
お
読
み
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

＊　
　

＊　
　

＊

四
月
一
日
に
新
し
い
元
号
が

「令
和
」
に
な
る
と
発
表
さ
れ
、
四
月
三
〇
日
に
第
一
二
五
代
天
皇
が
退
位
し
、

五
月
一
日
に
第
一
二
六
代
天
皇
が
即
位
さ
れ
た
。
私
は
、
昭
和
か
ら
平
成
へ
の
改
元
も
経
験
し
て
い
る
の
で
諸
儀

式
を
テ
レ
ビ
等
で
み
る
こ
と
が
出
来
た
は
ず
だ
が
、
正
直
言
っ
て
、
当
時
は
興
味
も
関
心
も
な
か
っ
た
。
だ
が
、

さ
す
が
に
私
も
年
を
取
り

（
ま
し
て
、
学
生
に
演
劇
を
教
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
日
本
の
伝
統
芸
能
の
こ
と
に
も

あ
る
程
度
の
知
識
が
必
要
と
な
り
）
、今
回
の
国
事
行
為

「剣
璽
等
承
継

（
け
ん
じ
と
う
し
ょ
う
け
い
）
の
儀
」、「即

位
後
朝
見

（ち
ょ
う
け
ん
）
の
儀
」、「即
位
礼
正
殿
の
儀
」、「祝
賀
御
列
の
儀
」
、「
饗
宴
の
儀
」
は
、興
味
を
も
っ
た
。

大
嘗
祭

（
だ
い
じ
ょ
う
さ
い
）
な
ど
の
よ
う
に

“
秘
儀
”
と
言
わ
れ
れ
ば
、
あ
あ
、
日
本
の
伝
統
だ
な
ぁ
、
な
ん

て
感
じ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

今
年
も
異
常
気
象
の
影
響
か
、
大
型
台
風
、
大
雨
等
に
よ
る
災
害
が
起
こ
っ
た
。

消
費
税
も
上
が
り
、
安
倍
長
期
政
権
が
最
長
記
録
を
更
新
し
た
。
日
本
が
ま
す
ま
す
格
差
社
会
に
な
っ
て
い
っ

て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
「
桜
を
見
る
会
」
の
事
や
そ
の
対
応
な
ど
、
言
い
た
い
こ
と
は
山
の
よ
う
に
あ
る
が
、
こ

こ
で
書
く
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

犯
罪
が
起
こ
る
度
に
、
“
防
犯
”
カ
メ
ラ
に
よ
る
映
像
が
流
さ
れ
、
あ
ぁ
～
ど
こ
に
で
も

“
監
視
”
カ
メ
ラ
が

あ
る
の
だ
な
ぁ
と
暗
澹
た
る
気
分
に
な
る
。

不
明
を
恥
じ
る
が
、
グ
ー
グ
ル
か
ら
メ
ー
ル
が
来
て

（
余
り
に
も
頭
に
き
た
の
で
す
ぐ
削
除
し
て
し
ま
い
、
正

確
で
は
な
い
が
）、
二
〇
一
九
年
の
あ
な
た
の
マ
ッ
プ
の
よ
う
な
メ
ー
ル
で
、
私
の
行
っ
た
場
所
を
地
図
入
り
で
、

そ
し
て
、
行
っ
た
場
所
の
建
物
の
写
真
な
ん
か
も
あ
っ
た
り
し
て
、
知
ら
せ
て
く
れ
た
。
で
き
る
だ
け
ス
マ
フ
ォ
の

位
置
情
報
を
オ
フ
に
し
て
い
る
が
、
旅
行
な
ん
ぞ
に
で
り
ゃ
、
オ
ン
に
し
て
い
る
。
何
か
の
必
要
で
オ
ン
に
し
て
そ

の
ま
ま
オ
フ
に
す
る
の
を
忘
れ
て
い
た
り
す
る

（今
、
確
認
し
た
ら
オ
ン
に
な
っ
て
い
た
。
直
ぐ
オ
フ
に
）。
な
ん
で
、

グ
ー
グ
ル
さ
ん
に
私
の
行
動
を
監
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
余
計
な
お
世
話
で
あ
る
。

こ
の
怒
り
は
、
た
ぶ
ん
若
い
人
々
に
は
理
解
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
。
監
視
さ
れ
る
こ
と

（
監
視
で
き
る
こ
と
）
が

安
心
に
繋
が
る
と
思
っ
て
い
て
、
で
あ
る
か
ら
、
（
大
き
な
飛
躍
だ
が
）
「
か
ぶ
き
者
」
は
は
じ
か
れ
る
の
だ
ろ
う
。

そ
し
て
監
視
し
あ
う
こ
と
に
不
感
症
で
あ
る
社
会
は
、
乱
暴
に
言
え
ば
、
ギ
ス
ギ
ス
し
た
嫌
な
社
会
な
の
だ
。
監

視
さ
れ
る
こ
と
に
不
感
症
な
の
は
、
不
寛
容
に
繋
が
る
の
だ
、
と
思
う
。

今
年
に
入
っ
て
、
こ
の
P
R
O
B
E
で
劇
評
を
寄
稿
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
松
井
哲
朗
さ
ん
の
訃
報
を
聞
い
た
。

松
井
さ
ん
に
は
本
当
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
私
が
劇
団
を
続
け
る
原
動
力
の
ひ
と
つ
に
も
な
っ
て
い
た
。
次
号
で

何
ら
か
の
追
悼
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（m
a
r
u
m
u
）


